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　国
民
健
康
保
険
会
計
な
ど
13
事
業
の

歳
入
決
算
額
は
１
５
５
５
億
９
８
２
４

万
円
（
同
２
・
７
㌫
増
）、
歳
出
決
算
額

は
１
４
８
０
億
２
４
５
５
万
円
（
同
２
・

８
㌫
増
）
で
し
た
。

　地
方
交
付
税
を
振
り
替
え
る
臨
時
財

政
対
策
債
が
増
加
し
た
も
の
の
、
将
来

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
借
り
入
れ
の
抑

制
に
努
め
、
一
般
・
特
別
・
企
業
会
計

の
総
額
が
３
１
５
６
億
９
７
２
７
万
円

（
同
１
・
６
㌫
減
）
で
、
前
年
度
よ
り
51

億
９
２
３
万
円
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、

臨
時
財
政
対
策
債
を
除
く
と
、
前
年
度

か
ら
62
億
４
６
３
１
万
円
減
少
し
て
い

ま
す
。

一般会計の推移
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歳入決算額
歳出決算額

令和元年度30年度29年度28年度平成27年度

190,826 189,752 188,434190,102 188,260

186,839 184,330 183,828184,570 184,029

（単位：百万円）

　最
終
予
算
額
は
、
２
０
１
８
億
６
１
１

９
万
円（
対
前
年
度
比
０
・
１
㌫
減
）で
、

そ
の
う
ち
歳
入
決
算
額
は
１
８
８
４
億

３
４
２
４
万
円
（
同
０
・
７
㌫
減
）、
歳

出
決
算
額
は
１
８
３
８
億
２
７
５
１
万
円

（
同
０
・
３
㌫
減
）
で
し
た
。

歳
　入

　市
税
が
３
年
連
続
で
過
去
最
高
の
収

入
額
を
更
新
し
た
ほ
か
、
前
年
度
に
市
債

を
活
用
し
た
大
型
事
業
が
完
了
し
た
反

動
で
、
全
体
で
は
13
億
１
８
０
７
万
円
、

率
に
し
て
０
・
７
㌫
の
減
で
し
た
。

歳
　出

　幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
や
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
量
増
加
な
ど
も

あ
り
、
民
生
費
が
９
１
１
億
４
７
９
７
万

円
（
同
３
・
２
㌫
増
）
で
全
体
の
49
・
６

㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で
、
土
木
費

が
１
８
４
億
２
３
２
２
万
円
（
同
０
・
９

㌫
減
）、
公
債
費
が
１
６
０
億
９
１
９
５

万
円
（
同
１
・
０
㌫
増
）
で
し
た
。

●子育て環境の充実
　子ども医療費の無料化を中学３年生ま
で拡大し、子育て家庭の経済的な負担軽
減や病気の早期発見を支援したほか、愛
媛県や松山大学などと連携し、小学生に
学びや遊びの場を提供する「休日子ども
カレッジ」を行うなど、子育て環境を充実
しました。

●平成30年７月豪雨災害からの復旧・復興
　平成30年７月豪雨災害からの復旧・復
興、被災者への支援、二次災害の防止な
どを引き続き進めるとともに、防災では、
産官学民が連携して「市防災教育推進協
議会」を設立し、小学生から高齢者まで、
切れ目のない防災リーダーを育成してい
く防災教育を開始しました。

●地域経済の活性化や観光誘客の促進
　消費税率引き上げの影響を最小限に抑えるため、地域経済の活性化や観
光誘客の促進など、本市独自の経済対策を行いました。

●道後温泉本館の工事期間中ならではの魅力発信
　営業を続けながらの保存修理工事に入った道後温泉本館では、北面でプ
ロジェクションマッピングを開始したほか、建物を保護する巨大な火の鳥
と道後温泉の歴史絵巻を描いたラッピングアートが完成し、工事期間中な
らではの魅力を広く発信しました。

●市制施行130周年
　令和元年は松山市制が施行されて130
年の節目で、「温故知新」をテーマに記念
事業を行い、市民の皆さんと一緒に松山
への愛着や誇りを深めました。

一
般
会
計

市
債
残
高

休日子どもカレッジで学ぶ小学生

災害からの復旧工事を行った地区

道後温泉本館のラッピングアート

特
別
会
計

こんな事業に使いました

入ったお金
約1,884億円
市民1人当たり

約37万円

市税
（37％）

国庫支出金
（22％）

地方交付税
（11％）

県支出金
（８％）

市債
（７％）

その他
（15％）

歳  入
使ったお金

約1,838億円
市民1人当たり

約36万円

民生費
（49％）

土木費
（10％）

衛生費
（８％）

公債費
（９％）

教育費
（６％）

総務費
（８％）

消防費（３％）商工費･農林水産業費
（５％）

その他（２％）

歳  出

皆さんが納めたお金
702億4,713万円

市税以外の自主財源
※使用料および手数料など
167億2,080万円（8.9%）
依存財源
※地方消費税交付金など
124億3,738万円（6.6%）

道路や建物を造るために、
国などから借りたお金
122億6,920万円

県から入るお金で、使い道
が決められているもの
148億4,282万円

国から入るお金で、使い道が自由なもの
212億5,856万円

国から入るお金で、使い
道が決められているもの
406億5,834万円

高齢者や障がいがある
人、子育て世帯などを
支えるために
911億4,797万円

火災予防や消防活動、
急病人の救助のために
51億1,555万円商業や農業を盛んにするために

 84億7,697万円

学校の整備やスポーツ、文化
などを盛んにするために
118億3,031万円

病気を予防したり、ご
み処理や環境を守っ
たりするために
147億7,887万円

職員の給料や市の財産
の管理、選挙経費などに
148億7,045万円

国などから借りたお金を
返すために
160億9,195万円

道路や公園などを整備するために
184億2,322万円

令和元年度 一般会計決算

問
財
政
課
☎
９４８
６
９
８
７
・

FAX
９３４
１
８
０
３
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　令和元年度に本市が使ったお金は、一般会計1,838億2,751万円、特別会計1,480億2,455万円で、総額3,318億5,206万円でした。一般会計の実質
単年度収支は、平成30年７月豪雨災害からの復旧や防災・減災対策などの経費の一部に財政調整基金を活用したことや、本市独自の経済対策のほか、
社会保障関係経費の増加などで、9億2,970万円の赤字でした。実質収支は25億8,450万円で、62年連続で黒字を確保しました。今後も厳しい財政運
営が予想されますが、健全な財政状況を維持しつつ、皆さんのご理解を得ながら、１人でも多くの人が「笑顔」で、「幸せ」を実感できる「まち」を目
指します。

財政
特集

水
道
事
業

　渇
水
で
の
使
用
水
量
の
減
少
な
ど

で
、
水
道
料
金
収
入
は
前
年
度
よ
り

０
・
８
㌫
減
少
し
ま
し
た
が
、
収
入
が

90
億
５
４
７
５
万
円
、
支
出
が
89
億
８

７
４
５
万
円
（
資
産
維
持
費
を
含
む
）

で
、
単
年
度
実
質
収
支
は
６
７
３
０
万

円
の
黒
字
で
し
た
。

　主
な
事
業
で
、
被
害
を
受
け
る
と
長

期
間
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
断
水
な
ど

の
恐
れ
が
あ
る
基
幹
管
路
の
耐
震
化

や
、
災
害
時
に
救
護
所
が
設
置
さ
れ
る

小
・
中
学
校
３
校
で
給
水
ル
ー
ト
の
耐

震
化
を
行
っ

た
ほ
か
、
指

定
避
難
所
に

な
る
小
・
中

学
校
74
校
の

う
ち
10
校
に

応
急
給
水
栓

を
設
置
し
ま

し
た
。

※
応
急
給
水

栓
…
災
害
時
に
簡
単
な
手
順
で
ホ
ー
ス

と
組
み
立
て
式
蛇
口
を
取
り
付
け
ら

れ
、
地
域
住
民
と
連
携
し
て
、
い
ち
早

く
給
水
所
を
開
設
で
き
ま
す

簡
易
水
道
事
業

　簡
易
水
道
を
維
持
す
る
た
め
の
支
出

２
億
８
９
９
８
万
円
（
資
産
維
持
費
を

含
む
）
に
対
し
、
料
金
収
入
だ
け
で
は

運
営
が
難
し
い
た
め
、
一
般
会
計
か
ら

の
補
助
金
１
億
８
８
２
３
万
円
な
ど
で

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
ま
し
た
。

工
業
用
水
道
事
業

　収
入
が
６
億
３
８
１
９
万
円
、
支
出

が
４
億
９
３
８
７
万
円
（
資
産
維
持
費

を
含
む
）
で
、
単
年
度
実
質
収
支
は
１

億
４
４
３
２
万
円
の
黒
字
に
な
り
、
健

全
経
営
を
維
持
し
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業

　下
水
道
の
普
及
拡
大
に
よ
る
使
用
料

収
入
の
増
加
や
支
払
利
息
の
減
少
な
ど

で
、
15
億
３
５
４
２
万
円
の
黒
字
で
し

た
。
企
業
債
等
残
高
は
、
償
還
が
進
み

13
年
連
続
で
減
少
し
、
令
和
元
年
度
末

で
１
２
２
１
億
３
２
１
９
万
円
と
、

ピ
ー
ク
時
に
比
べ
２
７
４
億
８
１
５
７

万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　主
な
事
業
は
、
市
内
各
処
理
区
で
汚

水
管
渠
の
面
整
備
を
進
め
た
ほ
か
、
施

設
の
老
朽
化
対
策
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
浸
水
対
策
で
、
雨
水
管
渠
や
雨
水

排
水
ポ
ン
プ
場
の
整
備
を
進
め
、
堀
江

地
区
で
は
第
１
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
の

利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　「松
山
市
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
」

に
掲
げ
る
経
営
指
標
の
う
ち
、
毎
年
度

達
成
す
べ
き
４
つ
の
指
標
は
、
全
て
目

標
を
達
成
し
、
残
り
の
指
標
も
お
お
む

ね
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　水
道
事
業
は
、重
点
的
に
水
道
施
設
を
耐
震
化
す
る
中
で
、財
政
状
況
は
年
々

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
も
の
の
、
単
年
度
実
質
収
支
は
14
年
連
続
の
黒
字
で
し

た
。　公

共
下
水
道
事
業
で
は
、
下
水
道
を
整
備
し
、
普
及
率
が
63
・
８
㌫
で
、
前

年
度
よ
り
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。
ま
た
、
支
払
利
息
の
減
少
な
ど

で
５
年
連
続
の
黒
字
を
確
保
で
き
ま
し
た
。

令
和
元
年
度 

公
営
企
業
の
業
務
状
況

水
道
事
業
▼
単
年
度
実
質
収
支
14
年
連
続
黒
字

公
共
下
水
道
事
業
▼
５
年
連
続
で
黒
字
を
達
成

問
㈽
経
営
管
理
課
☎
９９８
９
８
２
８
・
FAX
９３２
０
４
５
４
、

　下
水
道
政
策
課
☎
９４８
６
５
５
４
・
FAX
９３４
５
８
６
２

基幹管路の耐震化

◆
実
質
収
支

　当
該
年
度
に
所
属
す
べ

き
収
入
と
支
出
の
実
質
的

な
差
額
。
形
式
収
支（
歳
入

総
額‒

歳
出
総
額
）か
ら
翌

年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財

源
を
差
し
引
い
た
額
。

◆
実
質
単
年
度
収
支

　単
年
度
で
の
実
質
的
な

収
支
。
前
年
度
か
ら
の
収

支
の
累
積
や
基
金
へ
の
積

立
・
取
崩
の
影
響
を
除
い

た
も
の
。
単
年
度
収
支（
実

質
収
支‒

前
年
度
実
質
収

支
）に
、
実
質
的
な
黒
字
要

素（
財
政
調
整
基
金
積
立
額

や
地
方
債
の
繰
上
償
還
額
）

を
加
え
、
赤
字
要
素（
財
政

調
整
基
金
取
崩
額
）を
差
し

引
い
た
額
。

◆
市
債（
地
方
債
）

　自
治
体
が
資
金
調
達
の

た
め
に
借
り
入
れ
る
お
金

の
こ
と
。

◆
基
金

　自
治
体
が
特
定
の
目
的

の
た
め
に
財
産
を
維
持
し
、

資
金
を
積
み
立
て
運
用
す

る
も
の
。

◆
地
方
交
付
税

　国
税
の
う
ち
、
所
得
税
、

法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税

の
一
定
割
合
お
よ
び
地
方

法
人
税
の
全
額
を
、
地
方

自
治
体
の
税
収
の
地
域
的

な
不
均
衡
を
補
う
た
め
に
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方

自
治
体
固
有
の
財
源
で
、

使
い
道
に
制
限
は
な
い
。

財
政
用
語
解
説

まとめ １カ月（円） １年間（実際）

収入から支出を引いた額	【形式収支】 9,600 46億673万円

次の年に使い道を決めている額	【翌年度に繰り越すべき財源】 4,200 20億2,223万円

実質的な黒字の額	 【実質収支】 5,400 25億8,450万円

貯金・借金の残高（年度末現在） 家計換算（円） 実際の額

貯金	 【基金の現在高】 1,227,000 493億4,289万円

ローン残高	 【市債の残高】 4,406,000 1,772億1,127万円

※数字は、端数処理しています

※歳出金額は、支出の性質を家計に例えて分類しています
※扶助費とは、社会保障の一環として、高齢者、児童、生活困窮者などへ行って
いるさまざまな援助に必要な経費です
※補助費とは、各種団体への助成金や負担金などの経費です
※繰出金とは、特別会計などが安定した運営を行うために、一般会計から支出す
る経費です

年収300万円（月収25万円）の家計に例えると…
使ったお金　【歳出】 １カ月（円） １年間（実際）

家族の医療費など	【扶助費】 130,600 630億2,864万円

食費	 【人件費】 52,200 252億564万円

親戚への援助など	 【補助費・出資金・貸付金】 39,400 190億3,090万円

自宅の修繕・改築	 【普通建設費・維持補修費など】 31,500 152億784万円

光熱水費など	 【物件費】 47,500 229億3,557万円

ローン返済	 【公債費】 33,300 160億9,099万円

別に住む家族への仕送り	【繰出金】 41,900 202億2,024万円

預金など	 【積立金】 4,400 21億769万円

合計 380,800 1,838億2,751万円

入ったお金　【歳入】 １カ月（円） １年間（実際）

給料・手当	 【市税、地方交付税など】 250,000 1,206億6,388万円

親から支援	 【国、県支出金】 115,000 555億116万円

ローン借入	 【市債】 25,400 122億6,920万円

合計 390,400 1,884億3,424万円

松山市の家計簿の状況は？
令和元年度　財政事情の公表


